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て
九
吉
年
が
あ
宮
ほ
か
り
の
難
者
n
平
管
と
っ
て
も
、
ま
た
神

祭
川
婦
に
と
っ
て
も
、
援
廷
の
年
の
指
示
甘
討
を
品
交
た
。
一
広
報
ひ
ら
っ
と

で
は
ζ

白
機
舎
を
と
ら
唱
え
一
て
、
加
藤
市
長
と
樟
田
知
事
に
ス
そ
れ
ぞ
れ
の

技
場
か
る
む
「
耳
慣
密
閉
」
昔
、
と
も
に
悼
胞
を
恋
え
一
て
お
は
な
し
し
て
い
骨
骨
~

い
た
e

県
庁
担
答
一
一
蕗
む
側
室
。
初
春
に
ふ
さ
が
し
い
花
語
主
、
警

づ
い
た
ぶ
ん
い
き
む
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
。

「ゃあ、

ιれ
は
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
寧
レ
た
」
立
ち
ょ
が
る
却
事
さ
ん
.

揖
み
rF

る
市
長
。
お
ふ
た
れ
の
新
年
の
あ
い
在
百
が
か
わ
さ
れ
る
。

-
e
e
-
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今
期
定
例
金
で
「
動
労
者

ω棋
て
過
重
で
あ
D
、
担
一
一
税
飽
刀
に
応

税
に
国
間
す
る
要
遣
が
、
本
占
訂
正
祭
器
還
な
も
の
と
は
い
凡

級
品
選
世
蕎
同
+
民
(
署
員
長
小
な
い
。
と
〈
に
、
摺
沢
民
得
税
・

川
田
町
古
市
晶
)
か
ら

1
E

情
人
市
県
民
税
に
お

提

出

さ

れ

、

議

慣

の

を

噴

い

て

は

顕

著

な

も

の

う
え
、
問
問
時
仔
政
庁
制
沌
謬
が
み
ら
れ
る
が
、
せ

に
婆
警
行
容
フ
ζ

羽

)

官

め

で

、

勤

労

君

退

と

に

な

っ

た

。

↑

一

日

職

金

な

ど

は

鮪

税

と

ζ
の
訳
出
繭
は
、
総
#
川
下
車
し
、
一
方
、
配
当
・

、

円

U

一7

理
大
臣
、
中
A
盟

十

〈

鼠

威

げ

利

子

な

ど

の

特

均

倍

、

自

治

大

島

、

潟

税

幸

臨

時

金

全

廃

す

る

な

ど

の

関

庁
長
官
あ
て
送
付
さ

ι
!

と
開
府
に
お
か
れ
て
は

れ

三

走

ト

1

課
税
白
実
態
を
丹
析

d

J

'

仁

会

x

x

労

喜

じ

、

所

樽

税

・

住

民

溺

存

の

税

総

血

栓

均

諸

税

を

中

心

に

税

体

論

お
り
る
勤
労
者
仁
対
己

T

全
体
に
つ
い
て
十
分

す
る
諌
税
は
、
法
人
お
よ
び
配
当
な
輯
討
を
加
よ
へ
勤
労
者
の
諜
税

・
利
子
の
特
別
繕
檀
帯
、
他
の
税
が
異
議
会
れ
る
よ
吉
弘
明
〈
要
望
才

制
度
か
ら
比
較
す
る
P
一、き
b
め

る

。

平

揮

市

議

虫

φ農家謁査
0わが屈の農家はどのような経常規模か、

専業・華業農家の劉告は

。農家の世帯員の就幾状況{重量業従事語

数、望書撲の譲類、ふだιなど。

川
市
議
会
十
一
月
定
例
金
は
、
昨
年
十
一
一
月
五
日
か
b
十
在
日
ま
セ
一
議
事
営
に
開
会
、
四
十
一
一
一
年
審

州
庵
決
算
む
認
定
、
平
堤
前
都
市
ト
L
回
審
議
会
条
例
む
設
置
、
十
一
一
斉
捕
正
予
算
事
な
ど
↓
古
品
笑
佐

川
等
晶
、
民
算
を
の
ぞ
く
他
酌
議
案
を
商
品
集
ど
お
り
可
決
し
た
。
決
算
り
認
定
に
つ
い
て
は
、
査
に
な

叩
お
臼
時
空
委
す
る
と
し
て
継
続
審
盃
と
な
る
。

{
総
務
部
関
係
}
マ
市
職
員
独
房
審
議
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市
民
謡
窓
口
で
は
二
印
鑑
登
録
や
同
時
げ
出
が
で
き
な
い
場
合
は
語
荏
状
り
、
新
し
い
印
鑑
が
彫
刻
し
F
6で

開
鍛
諮
問
、
扶
植
暗
証
明
、
戸
籍
謄
抄
が
必
要
と
な
る
。
楳
証
人
は
氏
潔
人
変
事
レ
た
い
P
きは、新泊の印鑑

本
な
ど
の
諸
手
議
き
を
一
カ
月
に
一
に
は
な
れ
な
い
。
が
必
要
と
な
る
e
c
四
一
愛
宕
新
ず
門
そ
の
拙
の
属
広
次
白
諸
続
け
は

万
五
千
鴻
以
上
も
受
け
マ
実
一
回
惨
小
だ
ん
使
吉
、
ぞ
く
に
い
に
登
離
す
る
と
き
と
同
様
車
干
親
書
用
紙
が
市
四
位
所
か
駐
在
日
開
事
務
苓
廷

で
い
る
が
、
今
回
は
、
り
う
認
印
と
は
ち
が
っ
た
も
の
を
屈
け

Z
Z震
は
、
市
量
か
駐
あ
る
。
記
入
方
法
は
、
窓
口
自
重

特
仁
印
鑑
登
録
・
同
廷
し
で
た
方
が
よ
い
。
な
お
、
輸
か
く
が
在
員
事
務
獲
に
あ
る
〉
。
に
官
陸
軍
世
お
+
与
ゐ
寺
e
o

ap翻
槍

関

投

韓

日

祉

関

、

無

職

吋

曙

麹

盟

欠

損

し

て

い

た

D
、
切
符
か
ま
摘
し
{
即
時
揮
監
明
三
議
し
て
あ
る
印
鑑
マ
転
籍
局
、
離
婚
属
、
輔
君
寸
縁
組
居

堂
醐
市
教
委
社
長
教
背
課
培
、
本
奮
窓
一
の
な
か
由
法
律
一
@
線
再
刷
物
語
の
ι

鉱

貰

連

帯

同

国

識

を

高

め

て

も

ら

う

演

入

学

校

鶴

崎

錫

腐
入
学
校
受
講

Z
一
十
交
を
一
募
一
ま
ミ
し
と
三
市
民
芸
コ

I
E、
大

変

な

号

ア

ン

ケ

ー

ト

白

鴎

手

続

き

方

法

に

つ

襲

i
j
j
b
i
i
p
j
a
p
i

分
警
な
ど
。

口
組
、
る
。
一
ス
は
⑤
俳
句
農
歌
③
川
柳
に
分
一
結
果
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ス
終
了
後
も
、
い
ヱ
れ
て
み
ま
。
麟
醐
割
引
ド
騨
獅
時
世
田
轍

L
」
握
十
九
割
引
ド
な
お
、
窓
口
係
語
、
み
な

ι予
言

霊

平

塚

重

量

一

か

れ

て

い

る

。

一

も

っ

ゑ

け

た

い

が

語

的

で

あ

っ

皇

室

あ

な

た

罷

ド

童

書

室

5
E
さ
ん
が
日
常
事
;

H
N
醐

一

一

が

新

た

に

富

山

玄

思

議

事

臨

舛

に

蛍

奇

童

会

っ

て

い

る

第
醐
鞭
授
と
共
慢
の
、
①
方
i
A
1
ナ
1
B
…昨年も、
C
D
成

入

学

校

舟

議

し

で

一

た

。

壊

膨

曲

章
一
た
め
の
簡
易
懇
請
コ
l
ス
③
〈
色
一
市
民
に
豊
か
な
教
義
を
得
て
ら
ら
;
一
申
し
込
み
は
一
月
二
十
五
日

g
一
業
(
3
月9
臼
)
主
単
語
、
議
開
掴
て
い
た
り
、
議
に
よ
っ
て
局
一
の
を
持
つ
え
市
民
課
窓
口
皇
、
の
を
み
る
に
つ
吃
肝
の
草
さ
れ

一
璽
襲
撃
嬰
今
J
7醐輯
盟
問
一
十
四
時
半
六
時
に
市
立
署
員
館
一
と
対
策
高
官
〉
③
ハ
y

z

U

計
れ
計
即
時
盤
町
四
日
提
諸
問
吋
一
G

プ
レ
ス
同
日
持
戸
市
内
M
J
M
M
M
町
村
山
肝
心

U
h
u
h
u

醐
顔
総
議
機
麟
酪
趨
橿
際

:JF定(一…
f

一υ磁
路
副
館
盟
麗
-
揮
2

・第
3
会
議
笠
宅
受
け
つ
け
る
の
一
関
係
と
ブ
レ
ー
キ
関
慌
の
占
総
(

3

3

E

a

-L

嬢
議
議
鞠

j
J騒
輯
轄
す
、
震
の
み
去
の
重
量
得
一
丹
習
曲
?
と
護
機
(
3

片

碍

詰

註

と

H
M
M
訪
れ
M
M
U川

口

説

話

j
j
E霊
以
前
時
計
一
持
討

窃
滋
♂
ペ
ヘ
勺
山
口
V

4

2

民瞥

a
m随
蹟
随
闇
膿
ー
し
て
い
る
。
な
お
、
申
し
込
議
長
一
長
田
〉
@
ボ
デ
ー
に
関
す
る
蕎

謡

媛

、
w
d

一Jγ;しγ
)
一
パ
i
量
路
島
田
鶴
誼
錨
灘
翻
観
顕
鶴
一
い
、
自
明
ず
か
ら
一
寄
げ
で
て
く
だ
さ
改
毘
理
白
書
迄
提
出
す
る
。
院
と
録
制
証
明
は
密
接
聖
一
一
同
の
証
日
間
在
、
大
切
に
取
の
扱
っ
て
も
ら
い
六

輔

欝

議

留

島

覇

輔

麟

購

誌

な

長

第

し

室

2
5
3月時
g
f号
、

。

g
zむな
く
を
な
お
、
ζ

雪
量

5
5
2ら
い
雨
量
窓
口
へ
白
星
い

20

盤
整
襲
撃
議
題
麟
韓
議
覇
豊
一
が
仁
よ
議
し
込
重
苦
言
一
新
感
覚
に
も
と
づ
く
車
四
一
取
旦
扱
い

J

l

醐
醐
麗
轟
瞳
寵
廠
橿
鷹
轟
轟
欝
議
脂
恒
輔
覇
謹
一
ぜ
ん
。
口
1
只

と

学

習

蓄

は

次

官

一

周

智

正

主

主

一

riz一
1
-
i翠
軍

i
主告歪豆

i
主苦

j

i
主

i
忌
!
咽

i三
a
昆

怠

宅

苧

1£m認
認
匂

iE
 

捕
謹
醐
覇
雌
輯
覇
輯
轟
犠
饗
警
麗
轟
輯
輯
~
竺

3?Jt。
一

/

完

3員月
智
宮
〉
/
季
講
語
邸
襲
撰
霊
立
立
華
一
平
平
筆
(
翁
神
葉
祭
需
川
ヱ
量
第
一
コ
毒
一
牟
浮
差
住
、
其
空
土
さ
毛
石
主
一
と
主
と
も
Eに語告い見暴縞苦つぞて少盗年霊逮き一モ毒の控誤引言き喜舗げ宅て吉重科た
ι火人、距霊在
2一二語一@@ス語浴が
2}人会で芸玄喜苦な沢いで、食事輔顎T
 

隼
醸
輔
輯
輔
覇
騨
輯
鶏
欝
齢
幹
鞘
輯
輯
警
竺

f

一
修
職
業
部
棟
霊
伝
授
需
要
諺
ハ
〉
が
表
彰
さ
れ
た
。
一
在
費
兄
よ
し
文
相
談
相
手
と
し
一
十
年
八
月
十
五
日
に
冠
婚
葬
祭
や
章
一
に
皇
子
助
け
が
必
要
な
入
。

ぷ
瀦
磁
溜
蹟
蹟
欝
議
麗
灘
災
犠
偲
髭
績
回
濁
蝿
懇
紘
一
盟
成
人
霊

7
1別
融

禽

計

甑

盟

一

↓

一

一

一

，
‘
醐
麟
購
踊
輯
韓
議
覇
騒
髄
購
弱
覇
韓
覇
謹
一
一
氏
ほ
か
/
教
材
費
五
百
向
必
要
a

二
議
善
公
民
短
/
時
間
・
俳
句
に
同
一
〔
推
調
理
臨
}
ポ
l
イ
ス
カ
ロ
ト
平
塚
一
て
一
語
れ
、
地
区
青
少
年
健
全
一
育
成
に
の
た
め
日
本
へ
帰
っ
て
い
て
外
地
へ
も
一

明
監
覇
一
二
理
建
醤
型
一
マ
く
ら
し
の
な
か
り
華
全
会
一
じ
/
川
柳
白
昼
い
立
ち
に
つ
い
て
、
一
第
品
客
室
長
し
主
主
義

7
2
2
3。
一
ど
れ
き
な
っ
た
入
、
言
語
に
一
詩
型
警
訪
問
員

一

輔

覇

〆

一

一

三

議

仁

勝

割

払

刊

誌

山

町

内

耕

一

詰

詩

話

十

一

時

間

将

棋

討

一

i
i
f一議
事

z
i
;一
言

語

語

一

に

特

別

支

出

金

一
一
購
輔
離
よ
内
野
私
駅
融
齢
輯
輯
騨
…
一

E
っ
τ重
刑
事
い
〈
害
一
員
十
)
②
語
(
3
月
喜
一
部
平
務
理
会
守
泊
秀
月
民
/
一
事
業
用
関
定
資
産
申
告
を
一
後
帰
宅
死

E
Eで
あ
れ
ば
対
象
一
防
芦
従
事
し
て
死
傷
し
議
需

品
高
J
E融
可

写

問

題

教

え

己

官

師

号

宣

言

語

続

(
3
一

君

。

一

1
R幻
自
ま
で
に
布
償
却
謙
譲
へ
一
に
な
る
。
ζ

の
読
書
苦
手
一
堅
持
続
支
出

3
3
0

引

担

金

--4444sijfizz曇
i
i
i
i
i
z
f
i
z
z
;
i
E
耐

?
i
i
;
i自
一

一

償

霊

遼

畠

量

皆

警

3で語亥喜給さ員れ、請襲京李苧義綿綿一市関内で
5わ京宅か宅号つぞよて正いる義寵し長奉

わ

ぶ

一

抑

鐸

体

留

抽

轍

拙

を

譲

渡

し

ま

す

一

Uド信
腔
岳
軒
註d持臼問思仏吟時髭何散時毘問町白V
一
一
二
て
鈴
い
見
識
は
一

τ五hhh吋日思詰ι詰詰碍弓ほは弓弓ヲリ時守3詰一マJ語
持

f品d詩日封持h吋寸詑問問れ叫九
Mド
ドrr一六ド
γ月いワ語ばい一百討封詫日斜許号向打でで一VV吋吋
討
、
終
刊
終
糾
当
事
お
一
刊
誌
長
告
げ
一

L

J

1

J

2

6

5

E

J

i

一
日
以
降
空
ま
れ
の
員
三
@
土
木
作
一
少
年
謹
り
範
一
事
警
の
固
定
資
産
口
事
資
産
)
白
一
一
C

内
臓
一
四
六
)
一
て
き
た
λ
で
、
他
市
議
臨
時
間
よ
む
一

辺

密

画

整

理

↓

関

空

ハ

七

七

一

争

中

身

げ

川

一

語

許

諾

h
一

よ

い

脅

少

年

に

山

口

額

一

言

語

詩

型

一

打

開

討

金

一

~

明

暗

号

臨

時

て

均

一

言

下

一

品
市
都
市
計
画
怒
益
課
で
は
、
一
愛
一
地
の
所
有
権
者
お
よ
ぴ
借
地
権
者
福
一
類
な
ど
を
響
君
、
適
格
者
と
認
め
た
一
言
、
震
予
定
人
員
若
干
名
の
う
一
十
二
一
月
十
音
富
市
庁
舎
会
議
一
い
て
そ
の
種
類
、
童
、
取
得
時
期
、
一
盟
四
十
一
草
十
一
月
か
る
受
け
付
一
年
十
一
斉
八
日
ム
翼
書
室
晶
・
一
課
で
特
別
交
室
の
申
請
手
続
き
を
し
町

向
警
警
が
揮
官
査
題
董
喜
一
部
春
先
忘
場
合
そ
の
相
続
人
U

と
一
申
レ
込
み
入
あ
で
直
接
事
ず
る
。
一
ち
一
名
は
安
族
と
と
も
に
住
み
量
一
室
で
一
期
か
れ
た
義
行
青
少
年
題
協
一
車
問
額
、
帳
語
績
な
ど
の
申
告
審
一
げ
て
い
る
前
議
室
特
別
詩
第
一
義

Z
J半
島
・
向
譲
ボ
ん
卓
才
一
て
ほ
し
い
。

一
M
M問河刊

2
3
1
u
i
j一
時

三

時

三

時

一

月

一

一

i
E麟ザ
一

日

間

一

一

日

ー

す

る

こ

一

向

日

刊

誌

刊

誌

桂

一

日

時

i
一

一

語

告

臨

時

間
遺
言
金
、
次
に
よ
義
主
一
申
主
負
担
譲
受
申
主
義
一
納
入
し
た
人
に
よ
り
一
一
事
入
札
を
実
施
一
語
会
は
若
手
妻
予
定
し
て
い
一
輪
鶴
舞
議
機
購
富
一
す
で
に
、
十
二
月
中
に
、
申
告
が
止
ま
だ
こ
の
手
続
ぎ
を
高
ま
せ
て
な
い
人
一
話
器
茎
の
襲
・
霊
資
金
、
一
と
づ
き
霊
に
従
事
し
、
室
大
な
奏

会
長
。
一
主
要
撃
演
を
記
入
信
人
の
警
は
一
芸
人
舟
決
定
す
る
。
一
る
が
、
試
験
は
こ
と
し
一
一
月
中
竺
融
韓
三
哨
埼
毅
一

Zわ
れ
る
人
語
、
申
告
喜
一
塁
に
。
一
言
重
量
、
言
金
一
に
よ
る

E
Z
E、あるいは

す
言
霊
令
書
ニ
襲
撃
を
法
人
目
場
合
は
資
格
一
円
申
し
込
み
の
喜
な
い
る
⑦
他
人
一
護
軍
一
一
客
(
言
語
一
離
〈
一
¥
一
一
送
付
し
て
あ
る
宅
、
忘
れ
定
申
告
官

5
2
5
2一

i
i、災
審
議
一
署
長
に
か
古
屋
喜

一
一
一
了
一
一
喜
子
喜
一
室
入
一
星
空
添
付
し
て
申
告
。
一
名
緩
や
何
一
毒
患
へ
白
書
し
一

B
務

)

臼

結

九

扇

円

。

ム

覇

畿

建

一

色

ぜ

い

。

一

2
1一
年
以
上
号
、
一
委
善
意
書
。
一
事
者
扶
助
言
よ
る
扶
助
金
の
言

明
。
実
委
事
前

2
3一門申し込み期間
γ
墨
田
十
五
年
記
皇
室
っ
せ
ん
お
よ
喜
一
〈
わ
し
え
は
、
総
務
部
職
員
喜
一
議
襲
警
一
ま
た
、
償
却
資
産

5

2

2

t

o

f

-

-

b

一
受
誌
か
っ
た
λ
、または、その遺

書覇騨

i六
六
O
平
一
五
一
土
台

g
高
年
刊
斉
一
な
底
的
と
し
て
の
申
し
込
み
警
に
一
い
合
わ
せ
て
喜
一
七

uii、幹
事
合
同
畿
の
席
上
一
患
の
屈
か
な
い
人
申
告
患
の
た
よ
少
ま
い
分
霊
勢
和
捕
者
一
族
民
主
給
す
る
も
由
。

方
米
マ
事
前
二
i
}
言
海
儀
日
新
一
一

2
5
2一
一
主
よ
る
宮
込
み
一
肉
離
一
一
三

3
2
5
2盗
容
を
た
た
7
1
長
官
一
な
い
人
民
霊
童
星
雲
一

i
z
:
E
y
d
f
一
門
特
霊
出
会
完
議
題
宅

問
活
墨
付
近
一
八
五
・
5
二
平
方
米
一
ら
午
控
五
時
ま
で
。
市
き
ま
一
番
震
が
あ
れ
ば
、
計
画
課
宅
一
一
該
当
青
少
牟
と
し
て
、
自
殺
彦
君
一
三
T
E
L
m
-
一
8
0内
綿
一
ニ
ね
た
す
袋
入
に
特
殊
ベ
ッ
ド
の
静
岡
与
も
一
万
号
室
富
局
員

す
し
込
書
自
主
四
十
一
課
雲
量

E
P曜日
一
問
い
合
わ
せ
て
ハ
T
E
L
n
ム一

i
j
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
e

一
家
庭
で
ね
た
言
。
重
量
三
塁
令
議
室
患
者
一
這
警
は
}
書
室
長

回
一
特
科
一
一
一
日
比
〈
詰
吋
一
計
五
受
け
付
謀
、
し
き
内
書
一
一
〉
一
入
札
参
加
督
務
審
れ
ず

ι

一
信
江
訂
れ
れ
ば
唯
一
。
沈
下
て
介
護
者
皇
室
一
戸
時
!
日
時
計
同
一
日

出
世
間
審
会
計
間
警
護
午
前
八
時
一

i
l
l
-
[
i
i
i
i
!
i
i
s

一
財
政
課
用
震
と
庄
事
霊
塁
は
一
塁
、
取
り
前
き
の
雪
業
君
、
一
員
盗
事
で
、
雲
人
事
加
資
格
審
査
一
費
し
た
が
、
現
在
宅
申
し
込
み
者
一
門
特
殊
ベ
ッ
ト
貸
与
制
度
〕
ね
た
す
一
た
は
、
そ
の
他
の
一
一
一
一
憲
慰
霊
立

抗

野

駐

日

(

章

一

た

だ

い

ま

職

員

募

集

・

中

一

組

葬

許

i
者

一

暗

号

詰

軒

高

肝

心

u
u
j
語
れ
れ
れ
駐
日
持
諒
一
軒
符
肝
心
当
時
間
日
時
町
町
長
一
一

問

一

私

書

曹

の

震

を

つ

一

土

木

技

警

な

ど

関

職

謹

一

主

詰

日

目

立

持

一

日

間

医

師

長

許

諾

師

自

立

開

設

計

れ

た

き

世

田

七

ヤ

ー

ド

説

話

刊

誌

は

U
一
月
課
長
打
1
1
消
防
車
室

町
間
関
門
臨
む
去
の
管
室
入

γ
譲
渡
代
一
市
総
務
部
職
員
援
は
、
来
技
弱
者
一
号
て
ほ
し
い
。
に
次
の
袈
領
有
毒
き
を
し
て
ぜ
一
ど
の
入
告
書
し
た
い
警
は
、
総
支
十
六
日
ま
で
、
望
号
室
資
格
一
霊
会
、
家
庭
官
介
護
査
が
な
い
一
該
当
す
る
人
。
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
重
m-
一志

向
町
出
金
白
支
払
い
が
襲
と
認
め
ら
れ
る
も
一
室
、
四
撃
の
一
職
員
事
興
し
て
い
一
マ
職
穏
・
皇
室
事
〈
昭
和
十
八
一
ぃ
。
一
務
部
財
政
警
護
へ
、
競
争
入
札
竺
の
あ
暴
君
、
霊
童
の
一
議
官
も
人
民
し
、
介
護
書
発
行
し
、
喜
一
①
ね
た
き
D
白方で六十五歳以上お一
O
円融一一芸へ。

ーのて而間開開閉千五年一月一一十
8
付
け
一
る
。
一
年
四
月
一
日
以
降
の
出
生
者
吃
、
高
一
な
お
、
ζ

の
用
紙
の
立
問
は
、
一
一
月
一
加
賞
格
審
査
隠
書
を
藻
川
町
す
る
。
一
早
め
に
宏
町
宮
町
。
一
に
き
て
く
れ
た
人
に
こ
の
介
護
非
を
涙
一
入
。
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罪

認
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れ

時
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時
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日
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時

間

民

間
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コ
i
只
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<>志賀高原スキー場

く〉講習参加費6.300円
。申し込みは体育課か
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昨年暮942万円守新たに購入した「鼠折はしご付消防ポンプ
密動車」。高麗建物が増えてきたのでピル虫災の消火!こまた人

命毅勧に臨カを曹謹書することであろう。はしごは 16~;1韮0' 5婚
の高容さまでとど〈。出担式でお}お箆見え

1刃 6問、1000人の市民の敵で公関

蝿防車動車30告はよるいっせい放水。出商戦・窃員約450

名刺封勤して、近代、持紡の威力者公務した。いっせい放水

i立、思色の武官好矢田大ぞらに力関〈打ち上げられ、みご
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市
民
の
み
調
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
救
護
p

体
韓
や
軽
あ
な
た
の
健
康
の
た
め
に
も
大
い
に
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

人
で
も
多
く
ス
ポ

l
y
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
一
律
力
づ
く
り
重
要
を

k
tょ
う
。
安
全
な
近
芝
時
観
は
、
午
前
9
時
か
ら
語
ま

に
殺
レ
今
楽
し
ふ
な
が
ら
出
力
主
主
あ
な
た
の
地
区
で
都
合
の
よ
い
呂
田
コ
1
ス
者
決
め
た
ら
、
毎
回
揖
き
で
、
グ
ル
ー
プ
、
家
族
、
ま
た
は
個

つ
け
て
も
ら
い
た
い
主
巾
出
向
ス
ポ
l

に
題
し
て
み
て
は
i
。
ま
し
ょ
う
。
一
日
に
む
一
芸
〈
だ
人
話
相
帯
電
加
が
で
き
る
。
利
用
す
る

ヅ
数
濯
の
臼
を
は
じ
め
、
種
々
の
体
用
具
や
指
導
は
、
す
べ
て
体
晋
課
け
で
非
常
に
畏
い
漆
到
に
な
る
勺
場
合
ほ
体
育
議
に
前
自
ま
で
に
印
し

胃

符

撃

を

針

鼠

し

て

い

る

。

あ

な

た

込

ん

で

ほ

し

い

o
q
T
E
L
m
-
三

議

事

な

た

自

身

号

、

促

み

ん

ま

の

健

藤

0
5
5
5

返
さ
せ
る
ス
ポ

1
Yに
義
章
。

6
4
i
r
E
E
t

闇
霊
行
事

-v-議
長
一
周
版

画

市

民

ス

ポ

ー

ツ

敦

震

の

巴

・

垣

月

伝

競

争

大

会

ハ

1
月明日刊口
U

V
市

揮

一

一

・

揮

開

曜

日

、

長

室

宵

た

の

し

い

丸

。

ホ

i
y
要

キ

1
講
習
会

Z
昔
1
2

鰐

が

午

後

か

ら

無

料

で

開

放

さ

れ

、

月

4
呂
志
費
高
原
〉
勺
騒
上
(
長

市
民
だ
れ
芯
が
副
刷
用
で
吉
る
。
卓
球
で
準
備
す
る
。
軽
ス
ポ
i
yは
、
だ
轄
体
力
づ
く
り
運
動
・
見
附
色
体
胃
距
離
U

選
手
縄
開
閉
会
〈
I
月
四
白
;

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ジ
ト
ン
れ
で
も
婁
加
で
き
る
裂
し
い
遅
筋
i

館
で
は
、
毎
白
午
剖
中
、
体
ヨ
ノ
く
日
目
白
)
マ
県
下
郡
市
対
抗
駅
伝
競

な
ど
宰
間
続
ス
ポ
1
Yは
も
ち
ろ
ん
冬
の
問
、
体
を
吾
た
一
平
よ
苔
。
め
運
動
を
符
な
っ
。
争
大
会

(
2月
8
白
)
マ
軟
式
野

実
務
、
フ
定
1
P
H
Aジ
ス
に
と
利
用
と
か
く
一
月
六
日
か
る
一
患
い
晶
、
段
閥
、
臼
緑
指
弱
者
講
留
金
ハ
2
月
幻
臼
)

曜
月
曜
を
除
ノ
江
毎
日
、
設
れ
で
も
書
一
マ
捗
行
運
動
官
央
大
企
〈
3
月
お
百
)

火
丸
を
取
り
扱
う
こ
と
の
多
い
時
期
-

一
に
あ
た
っ
て
、
量
百
1

項
白
で
あ
る
石
油
一

一
ス
ト
ー
ブ
白
一
止
し
い
使
い
方
、
た
ば
こ

避
難
経
路
一
の
投
げ
捨
て
と
屈
に
ほ
こ
の
防
止
に
は

特
に
岳
議
し
て
ほ
し
い
。

γ統
一
搾

ι
?
「
今
世

拐
長
い

m
J
H
)
O
E

域
一
冗
仁
山
氏
に
よ
，
9

も
の
で

祝
聴
覚
的
メ
デ
ィ
ア
さ
佳
っ
た

孜
肖
へ
の
有
効
性
、
教
問
機
器
の
埠
入

に
つ
い
て
の
功
併
と
視
野
な
ど
、
ス
-Y

イ
ド
や
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
っ
と

の
講
槙
で
、
七
言
月
七
の
先
住
万
に
と
っ

て
有
料
思
議
な
講
調
会
だ
っ
た
。

暖
か
い
お
ば
あ

さ
ん
り
善
意
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瞳巡回目穣

3月 2白金EE公民議I

i> 3日中原公民館
!7 4臼東中原公民館

~ 5日開原公民館
ク 自白横内集会場 E殴地内コ
ク 10日 花水公民主官
c.- 118 須賀公民館

~ 12日 崇善公民館士主吉見公民Z官

グ 13日 吉事土見公主診車
タ 14B 金自公民組
? 16臼 吉沢公民議官

? 17日神田公民館
d' 18日 !日巴3之宮公民館
l' 19日松原公民館
? 20臼城島公民館

? 23E1 豊田公民館
d' 248 悠公民宜宮
ρ25日間崎公民館

ク 26B 八幡公民館

.<fr 27臼真土公民館

制度を申し合わせている。

瞳第 1・鍔3日羅臼は関側c>::1K関
盟揮2・E信4毘曜日は北国110:::医院が
i京烈として診癒に応ずるζ とになっ
ている。 r原貝りであって都合により
変更もある。白極包はあ〈まで休二主

日であ担、診療は緊急占草者に視るJ
とされている。

盟共演時践 と32局 1950コ
盟平車市民持院白 (32局0015)
臨済主主企病患車 (31鼠 0520)
輯宮室霊堂病院......， (21}ffiρ346) 

盟倉田病院 (21局0570)

盟主瀬持続 (211笥0911コ

こ
ど
も
の
鱗
神
鰭
養
が
お
ら
い

矢口窯ちゃん
ゃぐちかおる

~住所 需原216密主上皇J医師

た口友康さん ζ29)と霊栄子

さん (26)c>::長女ー生後10か

弓・身長75セ2・体重量7.7'"九ιE畏

っとてもきhいな赤ちゃA、
主起きのよいの主抜群、引き

1:しを泣けたDするイ点ズ3
J¥大好き、ノむ引立地元、ママ

社長浜市tぜ身。広箱一紙にお
薮する〈赤ちゃA>今月は応
募57人のな11，から12月20日広
高諜長がJ庄ぜん、紫ちゃんに
さまった。

!I 

丸
島
地
箆
来月 υ 

生 "
活ト
運
動

さ事 ζ 推

詰雪斐
事尋問 云云

霊究が
合~~勢
佐患

盟関酪日程 (1滋めコ

2月238 金回公民館念自公民館

fr 24日中原公民館髭限公民鐙

fr 25臼土沢中辛枚 j品会民館
。26日防備公民館富士見公民

館

タ 27臼神田公民館八幡公民館

3月 2臼 i日間之宮公民館組内集
会場仁横内部地内コ

i> 3日須賀公民館紅原公民館

i> 4日 花水公民宣言

ク 5B 見ß~台武道場
麗巡翻日窓 (2沼晶〉
3丹16担金日公民組金日公民指
ク 17日ヰ原公民館豊田公民館
1-" 18日土沢中学校沼会民館

ク 19B 院崎公民館 主富士見公民
館

fr 20臼 神間公s::，，"八幡公民館
1" 23臼 !日四之宮公民館棋民集

会場て横内Efjjえり

d- 24臼須賀公民館紅原公民館

? 25日花71<公民館
fr 26日見町台高:濯場

〈応募〉・
(募集) Q:氏名噂
・毅￠苛菌令・ 2王 Æf苔~")\.

ださい。応募は1年末慌の亦ちゃλに叡Dます。
髄あて先・玄V~豆n 乙罪主民自番 1 骨.平塚子

諒ちゃ/、事変広三。 盟毎月拡せλのうえ、
号日紙に，<ゑ五頁と町長￠芭紙・拡季五広"紙lC自~;と
差し亙げ主にす。 て広報課コ

績とニろ/市民センターホール
鑓磁場/午前宮碍50分

事覇婦人の主張/(j)現代の主婦の役部リ窪

困窮子②婦人金;..動と主繍の座石黒八重③

地区をあげてのこども会活動関野伊津子④

地域における小集部活動的あ')方立平浸;エ

C主主だち磯部綾子⑤母親クラブの活動と地
区における役割 1)鈴木マサヨ生，苦学校町本

績と今後のあり方泊中いち子@呂本人の心

的ふるさと万葉の世界を学んでこ見初枝

援講演/70年代における日本の10"
I句 評論家細川除元氏

鰯芸能発表/①長副長②仕舞③コー

ラス④民謡③詩吟⑤E屯縞命
替

、;
 

ff 

〈接種目〉

1月178 波路公E認百 豊田主主瓦現官
ρ 19臼 索中原~!見合富

t 20日知公民法宮古沢公民館

? 21日 松原公巨設百八勝公民舟

?' 26日 間際公民館 正当.t-公Eと長官
.fr 27日牛耳学校

fr 3]日 If匹之1;=;公民館

2月 3日利回公民館
? 4. :!:詰士五芝公民""
v 7 :f{{民主r会:pきく区Jt.内〉
fr 10臼花オ公民館
p 14fj 花主主館
? 17日 家主芝公長銀

v 18日瓦台J1t，工潟

臨述'@:巨翠(棋王華民、時罪主I該医むコ
ln19El 荻底公E王宮古 草原公民館
;p 21臼京<+F豆公反館
p 22臼 公民館吉沢公立宮古

fr 238 *.75主公民館 λ舷公民館
。2B日待箆公民館高土公民館
;p 2f'臼 "，NlノJ苧校
:z!'J 2臼
グ 5日

i> 6日 富喜士見必Be宮古
i> 9日 程F究家会場 ζEI:!I.:j1.、つ
;p 12日花京公民館

T lf日花京会館

4" 19日在質公民館
i> 20日互広告武道場

4弘、
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!揺2話ij詩;; i詰静;詳;; 言装;霊iヤ勺引;
霊;量謹堵襲母;雲勾財5d;去込申j計喜 毒ド耐守恒4ち吋長守;5h完怜望喜;混
;; 各錨信市語ぷぷうれ粍?幹色 号科雪;誌s2諒E員弓?喜註喜喜ド5 
i持喜 i註?i訂i;詐F;計を含 ;詰;i@g鰐?iド宅i詩2?柱: 
jj 
紡す

Ri ii詰5
5麗欝重容を塁

;?i i;討
21i問委
をま332i
EgE;封
書審議室芸品
語学語Z

みんなの緩い交通安会

歩行者は:iEL~'横断告

濁転者はき暴行者の保護を

民生部務少年審車内 (22) ! 7 0 0 
中躍の輯骨回世神位。宮内は大富山砂丘で、いずれ由

時時かことらに汀績があったの守畠号。 肉

51ヰ
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